
世
界
一
の
大
き
さ
・
美
し
さ

　
桜
で
有
名
な
加
茂
川
沿
い
の
武

丈
公
園
か
ら
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

奥
に
あ
る
市
之
川
鉱
山
跡
で
は
、

か
つ
て
世
界
屈
指
の
輝
安
鉱
を
産

出
し
て
い
ま
し
た
。

　
輝
安
鉱
は
、
半
導
体
な
ど
に
使

わ
れ
る
「
ア
ン
チ
モ
ン
」
と
い
う

金
属
の
原
料
鉱
石
で
す
。
市
之
川

鉱
山
か
ら
産
出
さ
れ
た
輝
安
鉱
の

結
晶
は
、
大
き
さ
・
美
し
さ
に
お

い
て
世
界
一
と
い
わ
れ
、
現
在
も

国
内
外
の
有
名
な
大
学
・
博
物
館

な
ど
で
標
本
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。
海
外
で
は
西
条
よ
り
も

市
之
川
の
方
が
有
名
で
す
。

最
盛
期
は
明
治
時
代

　
市
之
川
鉱
山
の
歴
史
は
古
く
、

そ
の
存
在
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
記
録
で
は

明
治
８
年
か
ら
昭
和
32
年
ま
で
の

82
年
間
に
、
製
錬
の
原
料
と
な
る

精
鉱
量
は
３
万
６
７
０
０
ト
ン
、

輝
安
鉱
か
ら
精
製
さ
れ
た
ア
ン
チ

モ
ン
量
は
１
万
９
０
０
０
ト
ン
を

産
出
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
明
治
15
年
か
ら
明
治
30

年
に
か
け
て
は
、
日
本
の
輝
安
鉱

産
出
量
・
輸
出
量
の
大
半
を
市
之

川
鉱
山
が
占
め
、
最
盛
期
を
迎
え

ま
し
た
。
明
治
37
〜
38
年
の
日
露

戦
争
、
大
正
の
第
一
次
世
界
大
戦

の
こ
ろ
に
も
繁
栄
期
を
迎
え
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
操
業
と
休
山
を

繰
り
返
し
、
昭
和
32
年
５
月
に
事

業
を
中
止
し
、
閉
山
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
市
之
川
地
区
は
10
世
帯

ほ
ど
の
小
さ
な
集
落
で
す
が
、
最

盛
期
の
明
治
中
期
に
は
山
あ
い
に

２
千
軒
近
い
家
屋
が
立
ち
並
び
、

４
千
人
近
く
の
人
が
住
ん
で
い
ま

し
た
。中
心
部
に
は
交
番
、風
呂
屋
、

劇
場
、
診
察
所
、
迎
賓
館
な
ど
も

あ
り
、
町
よ
り
も
は
る
か
に
に
ぎ

や
か
な
別
天
地
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

若
者
が
動
き
周
囲
も
動
い
た

　
現
在
、
市
之
川
鉱
山
の
価
値
を

再
評
価
し
、
そ
の
魅
力
を
広
め
て

い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
き
っ
か
け
は
西
条
高
校
生
の

活
動
。
こ
れ
ま
で
の
動
向
を
、
西

条
高
校
物
理
部
顧
問
の
園
部
孝
行

先
生
に
聞
き
ま
し
た
。

　「
西
条
高
校
で
は
平
成
25
年
か

ら
毎
年
イ
ギ
リ
ス
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア

ー
を
実
施
し
て
お
り
、
高
校
生
が

現
地
大
学
と
の
交
流
や
研
究
発
表

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ

ス
西
南
部
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
に

あ
る
、
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ

た
鉱
山
跡
地
の
見
学
や
、
そ
こ
で

市
之
川
鉱
山
に
つ
い
て
の
発
表
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
」
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
の
中
で
、

材
料
科
学
の
世
界
的
権
威
で
あ
る

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
コ
リ
ン
・

ハ
ン
フ
リ
ー
ズ
教
授
と
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
に
は
当
市
に
ハ
ン
フ

リ
ー
ズ
教
授
を
招
い
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
。
西
条
高
校
生
も

研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
市
民

有
志
に
よ
る
「
市
之
川
鉱
山
の
未

来
を
考
え
る
会
」
が
発
足
さ
れ
る

な
ど
、
市
之
川
鉱
山
の
保
全
や
啓

発
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
昨
年
５
月
に
は
、
日

本
地
質
学
会
が
全
国
47
都
道
府
県

の
特
徴
あ
る
「
石
」
を
選
定
し
、

愛
媛
県
の
鉱
物
と
し
て
市
之
川
鉱

山
の
輝
安
鉱
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
園
部
先
生
は
「
西
条
高
校
で
は
、

2広報さいじょう　2017　５月号

▲美しい輝安鉱の結晶（高さ30㎝）

▲大町小学校の５年生が３月に市之川
　公民館を訪れ、仮展示室を見学

　西
条
市
に
あ
る
世
界
一
の
も
の
―
―

そ
れ
は
市
之
川
鉱
山
の
「
輝き

安あ
ん

鉱こ
う

」。

西
条
市
に
住
む
私
た
ち
が
そ
の
価
値
を

知
る
こ
と
が
、
魅
力
を
広
め
て
い
く
た

め
の
第
一
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

西
条
が
誇
る
世
界
一

市
之
川
の
輝
安
鉱

特集

▲世界の鉱物ポスターに日本から唯一
　市之川産輝安鉱が掲載（写真中央）

▲かつては市之川地区に約4,000人もの
　人々が住んでいた（写真は大正５年）

▲西条郷土博物館蔵の
　輝安鉱（高さ45.5㎝）

イ
ギ
リ
ス
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
現

地
の
方
と
交
流
し
て
鉱
山
跡
地
の

利
用
方
法
を
学
び
、
帰
国
後
に
報

告
し
た
ほ
か
、
物
理
部
・
地
歴
部

・
商
業
科
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

市
之
川
鉱
山
の
調
査
・
研
究
や
広

く
周
知
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
変
わ
る
鉱
山
資
料
室

　
市
之
川
公
民
館
に
あ
る
鉱
山
資

料
室
で
は
、
５
０
０
点
以
上
の
鉱

山
関
係
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充

・
改
装
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
の
展

示
室
の
部
屋
を
つ
な
い
で
３
倍
の

展
示
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、
内
装
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　「
市
之
川
鉱
山
の
輝
安
鉱
は
世

界
に
誇
れ
る
も
の
で
あ
り
、
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
語

る
の
は
、
市
之
川
公
民
館
の
渡
邊

博
毅
館
長
。
公
民
館
の
鉱
山
資
料

室
は
5
月
3
日
㈬
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、
渡
邊
館
長

も
展
示
内
容
の
充
実
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
市
之
川
公
民
館
の
開
館
日
は
基

本
的
に
火
・
木
・
日
曜
日
で
す
が
、

市
内
は
も
ち
ろ
ん
市
外
・
県
外
や

海
外
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
来
る
と

の
こ
と
。
距
離
が
近
い
大
町
小
学

校
の
児
童
も
、
遠
足
で
こ
れ
ま
で

に
４
回
来
て
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
渡
邊
館
長
は
「
残
念
な
が
ら
市

之
川
鉱
山
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人

が
多
い
。
ま
ず
は
価
値
や
素
晴
ら

し
さ
を
知
り
、
誇
り
に
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
之
川
産
輝
安
鉱
は
、
市
役
所

玄
関
ロ
ビ
ー
の
ほ
か
、
東
京
の
国

立
科
学
博
物
館
で
６
月
11
日
㈰
ま

で
開
催
中
の
大
英
自
然
史
博
物
館

展
で
も
、
世
界
一
美
し
い
と
い
わ

れ
る
群
晶
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉱山資料室 リニューアルオープニングイベント

愛媛の鉱物 輝安鉱にふれよう！
日　　時　５月３日㈬～５日㈮　10時～15時
場　　所　市之川公民館　※小学生は保護者同伴
必要な物　ゴーグル（水泳用で可）、手袋、筆記用具、鉱物用ハンマー（ある方）
問 合 せ　市之川公民館　℡0897ー56ー3300（開館日は原則、火・木・日曜日）

石を割って
輝安鉱を
見つけよう

道幅が狭く危険なところがあるため、お越しの際は十分ご注意ください。

▼市之川公民館

▼道中にある案内板

Ｎ

伊予
西条
駅

市之川公民館
武丈公園

小川交差点
松山自動車道

八堂山

加茂川
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▲市之川について
　語る渡邊館長

▲西条高校生がイギリスで鉱山跡地の活用方法を学習（写真は昨年３月。左端が園部先生）


